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王禎『農書』以後の水田耕耘体系の実態
砕土・攪拌・均平化を担う農具を中心に




































































































































































































































































、又 鹿 に作る。陸亀蒙の『耒 経』に曰く、「 して後に 有り、








、又作 鹿 。陸亀蒙『耒 経』曰、「 而後有 焉、有 睪焉。自
至 睪皆有歯、 觚稜而已。咸以木為之、堅而重者良。」余謂 字
皆従石、恐本用石也。然北方多以石、南人用木。蓋水陸異用、亦各従其宜
也。…又有不觚稜、 而円者、謂 軸。倶用畜力輓行、以人牽之、 打田
疇上、塊代、易為破爛。及 場圃間麦禾、即脱 穂、水陸通用之。













































































































































































































































































































































































































泥土必撃之極細、面土過粗用 与 之、種乃能出。 有馬 有馬耒少。
式如網而下 無数鋼鉄爪歯者為多。人工者、有木 ・鉄 ・竹 。 次不
一、粘土多而砂土少。覆土於種、亦用 。播後 其土之固結者、用 欲
其進行速。速則土易 。
土壌が「過粗」という状態は、 と を用いるというから、土壌表面が凹


































































ら農如何んぞ に立たざるか。（田須熟。 牛牽 索人立 上、一 便平。今
撫州、牛牽空 、 軽無力、泥土不熟矣。爾農如何不立 。）
(３) 藪内清は「 」を「まぐわ」、「 」を「からすき」、「磨 」を「ならしぐ
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わ」と解釈する【藪内1969,7頁】。なお、鋤とは日本で言うところの「クワ」
に相当する【天野1950】。
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